
①経済を国民本位に転換し、暮らしが

豊かになる日本をめざします。

②憲法を生かし、自由と人権、民主主

義が発展する日本をめざします。

③日米安保条約をなくし、非同盟・中

立の平和な日本をめざします。

革新懇の三つの共同目標

〒680-0811 鳥取県鳥取市西品治806（鳥取県労連気付）
ＴＥＬ0857-21-3171 FAX0857-21-3172

№44
２０１４年

８月１０日

◆
（
２
０
０
０

年
２
月
）

＊
ジ
ェ
ッ
ト
戦

闘
機
と
の
初
め

て
の
出
会
い
は

氷
ノ
山
ス
キ
ー

場
。
ス
キ
ー
で

ゲ
レ
ン
デ
を
滑

り
降
り
て
い
る

時
、
頭
上
に
突

然
の
轟
音
が
響

き
驚
い
て
上
を

見
上
げ
る
と
、

す
ぐ
頭
の
上
を
ジ
ェ
ッ
ト
戦
闘

機
が
大
き
な
腹
を
見
せ
て
、
ま

る
で
ゲ
レ
ン
デ
を
滑
り
降
り
る

よ
う
に
眼
下
の
「
つ
く
米
部
落
」

を
目
が
け
て
降
下
、
山
の
手
前

で
急
上
昇
す
る
事
を
せ
ず
左
へ

急
旋
回
し
若
桜
町
へ
の
渓
谷
に

姿
を
消
し
た
。
そ
の
間
、
数
秒

の
出
来
事
。

◆
（
２
０
０
８
年

月
１
日
）

12

＊
「
わ
か
さ
生
協
診
療
所
」
所

長
と
し
て
赴
任

＊
そ
の
後
、
今
日
ま
で
私
が
確

認
し
た
ジ
ェ
ッ
ト
戦
闘
機
の
低

空
飛
行
と
思
わ
れ
る
轟
音
を
耳

に
し
た
時
は
、
手
帳
に
回
数
と

推
定
さ
れ
る
戦
闘
機
数
の
記
録

を
続
け
た
。

◆
（
２
０
０
９
年
６
月
）

＊
闘
病
中
の
向
医
師
を
病
床
に

訪
ね
「
君
が
診
療
所
の
ベ
ラ
ン

ダ
か
ら
撮
っ
た
ジ
ェ
ッ
ト
戦
闘

機
の
写
真
は
機
会
が
あ
れ
ば
公

開
し
て
君
の
気
持
ち
を
伝
え
続

け
て
い
く
」
と
約
束
し
た
。

向
医
師
は
７
月
に
死
去

◆
（
２
０
０
９
年

月
）

10

＊
創
立

周
年
「
わ
か
さ
健
康

15

ま
つ
り
」
の
記
念
講
演
で
、
向

医
師
が
撮
影
し
た
写
真
を
紹
介

し
て
低
空
飛
行
の
反
対
を
訴
え

た
。

◆
（
２
０
１
２
年
７
月

日
）

25

＊
当
日
の
日
本
海
新
聞
一
面
ト

ッ
プ
に
「
オ
ス
プ
レ
イ

中
国

山
地
で
訓
練
計
画
」
「
米
軍
、

メ
ー
ト
ル
の
低
空
飛
行
」
の

60記
事
を
み
て
、
支
部
運
営
委
員

と
一
緒
に
若
桜
町
と
懇
談
。
医

療
生
協
と
し
て
平
和
な
社
会
を

追
求
す
る
基
本
的
な
立
場
と
低

空
飛
行
の
危
険
性
に
つ
い
て
の

懸
念
を
伝
え
た
。

＊
そ
の
２
ヶ
月
後
、
町
議
会
に

お
い
て
「
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
と

低
空
飛
行
訓
練
中
止
に
つ
い
て

の
意
見
書
」
が
採
択
さ
れ
た
。

◆
（
２
０
１
３
年
５
月

日
）

22

＊
前
日
（

日
）
の
夜
、
診
療

21

所
の
ベ
ッ
ド
に
横
に
な
っ
た
直

後
（
９
時

分
と
９
時

分
）

50

55

に
２
回
ジ
ェ
ッ
ト
戦
闘
機
と
思

わ
れ
る
飛
行
物
体
が
、
若
桜
町

上
空
を
轟
音
を
轟
か
せ
て
通
過

し
た
の
で
、

日
に
支
部
運
営

22

委
員
と
一
緒
に
若
桜
町
と
懇

談
。
①

日
夜
の
轟
音
が
、
米

21

軍
ジ
ェ
ッ
ト
戦
闘
機
の
夜
間
低

空
飛
行
か
ど
う
か
調
査
し
て
ほ

し
い
。
②
も
し
そ
う
な
ら
、
議

会
で
低
空
飛
行
反
対
の
決
議
が

な
さ
れ
て
い
る
事
、
初
め
て
の

夜
間
低
空
飛
行
で
あ
る
事
な

ど
、新
た
な
状
況
に
あ
る
の
で
、

町
と
し
て
町
民
と
議
会
に
対
し

て
今
回
の
対
応
を
報
告
し
て
ほ

し
い
、
と
要
望
し
た
。

＊
そ
の
後
、
５
月

日
に
川
戸

28

総
務
課
長
よ
り
、
「
①
県
か
ら

は
「
正
体
に
つ
い
て
確
認
が
と

れ
な
い
」
と
返
事
が
あ
っ
た
。

②
若
桜
町
と
し
て
は
“
米
軍
に

よ
る
も
の
”
と
考
え
て
い
る
の

で
、
県
へ
の
「
報
告
」
だ
け
で

な
く
、中
四
国
防
衛
局
へ
の
「
苦

情
」
と
し
て
処
理
す
る
。
手
順

と
し
て
は
、
若
桜
町
→
県
→
中

四
国
防
衛
局
へ
苦
情
を
あ
げ

る
」
と
報
告
が
あ
っ
た
。

◆
（
２
０
１
４
年
正
月
）

＊
１
月
７
日

時

分
、
診
療

13

15

中
に
今
年
初
の
低
空
飛
行
が
あ

っ
た
。
す
る
と
患
者
や
職
員
か

ら
「
今
年
は
正
月
早
々
か
ら
夜

に
何
度
も
き
ま
し
た
よ
」
と
の

話
し
を
聞
い
た
の
で
若
桜
町
に

確
認
を
し
た
。
消
防
防
災
担
当

の
石
塚
さ
ん
よ
り
「
２
日
は
夜

８
時
半
と
９
時
半
、
３
日
は
夜

６
時

分
、
５
日
は
夜
８
時

20

30

分
に
夜
間
低
空
飛
行
が
あ
っ

た
。
若
桜
町
と
し
て
は
県
の
政

策
企
画
課
と
米
子
の
防
衛
事
務

所
へ
連
絡
し
た
。
１
月
の
事
例

に
つ
い
て
は
頻
回
で
あ
る
の

で
、
若
桜
町
と
し
て
は
中
止
を

要
請
し
た
」と
報
告
が
あ
っ
た
。

◆
（
２
０
１
４
年
１
月

日
）

24

＊
昼
間
に
２
回
低
空
飛
行
が
あ

っ
た
。
当
日
は
週
末
に
町
主
催

の
ス
キ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ
る

た
め
、
大
会
準
備
の
た
め
に
多

く
の
町
職
員
が
ス
キ
ー
場
に
行

っ
て
い
た
。あ
と
で
聞
く
と
「
雪

が
多
い
の
で
轟
音
で
雪
崩
が
起

こ
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
心
配

す
る
職
員
が
い
た
そ
う
で
あ

る
。

◆
（
２
０
１
４
年
２
月
１
日
）

＊
当
日
（
土
）
と
翌
２
日
（
日
）

は
若
桜
町
恒
例
に
「
雪
合
戦
大

会
」
が
開
催
さ
れ
て
い
た
。
１

日
は
午
前
か
ら
昼
過
ぎ
に
か
け

て
３
回
の
低
空
飛
行
が
あ
り
、

轟
音
の
様
子
か
ら
夫
々
が
複
数

の
戦
闘
機
が
飛
来
し
た
と
判
断

し
た
。
昼
過
ぎ
の
轟
音
を
聞
い

た
時
に
、
私
は
急
い
で
診
療
所

の
屋
上
に
か
け
あ
が
り
デ
ジ
カ

メ
で
動
画
撮
影
を
試
み
た
。
か

ろ
う
じ
て
氷
ノ
山
近
く
を
飛
ぶ

小
さ
な
機
影
を
捉
え
た
。

◆
（
６
月

日
頃
）

10

＊
知
り
合
い
の
消
防
署
員
か

ら
、
豊
岡
か
ら
の
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
は
①
有
視
界
飛
行
で
あ
る
の

で
夜
間
は
飛
来
し
な
い
。
②
飛

来
コ
ー
ス
は
「
智
頭
町
方
面
か

ら
」「
氷
ノ
山
越
え
」「
小
船
部

落
の
裏
山
越
え
」
③
報
告
は
な

い
が
“
ニ
ア
ミ
ス
”
は
起
こ
り

う
る
。
事
を
聞
い
た
。

※
以
前
、
知
り
合
い
の
自
衛
隊
「
ブ
ル

ー
イ
ン
パ
ル
ス
」
パ
イ
ロ
ッ
ト
よ
り
、

夜
間
低
空
飛
行
に
つ
い
て
聞
い
た
が

「
左
右
“
５
度
”
の
レ
ー
ダ
ー
ビ
ー
ム

で
飛
ぶ
の
で
、視
野
が
非
常
に
狭
い
し
、

高
圧
送
電
線
は
レ
ー
ダ
ー
で
捉
え
ら
れ

な
い
」
と
の
事
で
あ
っ
た
。

◆
（
６
月

日
・

日
）

13

14

＊

日
の
「
低
空
飛
行
を
話
し

15
合
う
集
い
」
開
催
を
ま
え
に
、

２
名
の
町
会
議
員
へ
「
私
は
米

軍
ジ
ェ
ッ
ト
戦
闘
機
低
空
飛
行

は
①
ジ
ェ
ッ
ト
戦
闘
機
の
墜
落

事
故
、
①
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
と
の

“
ニ
ア
ミ
ス
”
や
衝
突
墜
落
事

故
、
③
町
民
の
不
安
感
、
町
外

の
方
の
驚
き
な
ど
か
ら
人
口
増

を
目
指
す
町
の
政
策
に
悪
影

響
、
な
ど
に
な
る
可
能
性
が
あ

る
。
町
会
議
員
と
し
て
、
ス
キ

ー
場
関
係
者
の
声
、
正
月
の
町

民
の
声
、
雪
合
戦
の
町
外
参
加

者
の
声
な
ど
を
聞
き
取
り
を
し

て
、
ぜ
ひ
「
集
い
」
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
」
と
要
請
し
た
。

昭和５８年３月１０日第３種郵便物認可 全国革新懇ニュース（付録） 鳥取県版

解
釈
改
憲
・
戦
争
す
る
国
づ
く
り
、
消
費
税
増
税
、
原
発
、
米
軍
基
地
ノ
ー

増
え
る
県
下
の
米
軍
低
空
飛
行
の
実
態

安
倍
政
権
は
、
憲
法
を
無
視
し
、
国
民
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を
容
認
す
る
解
釈
改
憲
の

閣
議
決
定
を
行
い
、
戦
争
す
る
国
づ
く
り
の
策
動
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
も
と
で
、
県
下
で
の
米
軍
低
空

飛
行
が
増
え
、
そ
の
危
険
な
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

低
空
飛
行
ル
ー
ト
に
な
っ
て
い
る
若
桜
町
で
６
月

日
、「
低
空
飛
行
を
話
し
合
う
集
い
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ

15

の
集
い
で
自
ら
の
体
験
を
も
と
に
実
態
を
告
発
さ
れ
た
、
わ
か
さ
生
協
診
療
所
の
守
山
泰
生
医
師
の
発
言
（
ご
本
人

か
ら
い
た
だ
い
た
発
言
要
旨
）
を
紹
介
し
ま
す
。

「低空飛行を話し合う集い」で報告する守山医師＝６月１５日、若桜町



「
原
発
ノ
ー
！
」
「
再
稼
働

反
対
！
」
の
声
が
大
き
く
広
が

る
な
か
、
新
規
制
基
準
の
適
合

性
審
査
が
進
め
ら
れ
て
い
る
中

国
電
力
島
根
原
発
の
再
稼
働
を

断
念
さ
せ
よ
う
と
７
月

日
、

20

松
江
市
の
く
に
び
き
メ
ッ
セ
で

「
ひ
ろ
げ
よ
う
！
み
ど
り
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
！
さ
よ
な
ら
島
根
原

発
！
大
集
会
」
が
開
か
れ
ま
し

た
。
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
の
鎌
田
慧

さ
ん
、
講
談
師
の
神
田
香
織
さ

ん
が
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
チ
。
鎌
田

さ
ん
は
「
運
動
の
成
果
が
、
運

転
差
し
止
め
を
命
じ
た
福
井
地

裁
の
判
決
」
、
神
田
さ
ん
は

「
３
．

の
前
に
福
島
を
戻
し

11

て
、
故
郷
を
返
し
て
」
と
の
被

災
者
の
手
紙
を
紹
介
、
ま
た
、

は
だ
し
の
ゲ
ン
の
講
談
を
さ

れ
、
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
を
訴
え

ま
し
た
。

集
会
で
は
、
一
．
現
在
及
び

将
来
の
世
代
が
、
健
康
で
文
化

的
な
安
心
で
き
る
生
活
を
営
め

る
よ
う
、
島
根
原
発
の
再
稼
働

・
稼
働
を
断
念
さ
せ
よ
う
！

一
．
福
島
の
よ
う
な
原
発
災
害

を
二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
た
め

に
、
政
府
・
島
根
県
政
・
松
江

市
政
の
原
発
推
進
路
線
を
、
住

民
の
力
で
転
換
さ
せ
よ
う
！

一
．
住
民
共
同
の
力
で
、
「
み

ど
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
を
ひ
ろ

げ
、
原
発
の
な
い
安
全
で
活
気

の
あ
る
地
域
を
つ
く
ろ
う
！

の
宣
言
を
採
択
、
松
江
市
内
を

行
進
し
ま
し
た
。

今
年
の
最
低
賃
金
改
定
に
あ

た
り
中
央
最
低
賃
金
審
議
会
は

７
月

日
、
引
き
上
げ
る
目
安

29

を
全
国
平
均
で

円
と
す
る
こ

16

と
を
決
定
し
ま
し
た
。目
安
は
、

都
道
府
県
を
Ａ
～
Ｄ
ラ
ン
ク
に

わ
け
、
東
京
な
ど
Ａ
は

円
、

19

埼
玉
な
ど
Ｂ
は

円
、
Ｃ
は

15

14

円
、
鳥
取
な
ど
Ｄ
は

円
と
さ

13

れ
ま
し
た
。
各
都
道
府
県
の
最

低
賃
金
は
、
目
安
を
参
考
に
地

方
最
低
賃
金
審
議
会
で
議
論
さ

れ
決
定
さ
れ
ま
す
。

昨
年
の
改
定
で
都
道
府
県
の

最
低
賃
金
は

～

円
、
全
国

11

22

平
均
で

円
引
き
上
げ
ら
れ
ま

15

し
た
。
最
高
額
は
東
京
の
８
６

９
円
、
鳥
取
県
は
全
国
最
低
額

で
６
６
４
円
で
す
。
年
間
１
８

０
０
時
間
働
い
て
も
１
２
０
万

円
に
し
か
な
ら
ず
、
「
健
康
で

文
化
的
な
生
活
」
に
は
ほ
ど
遠

い
限
り
で
す
。
さ
ら
に
時
間
額

２
０
５
円
も
の
格
差
は
、
賃
金

の
低
い
地
方
か
ら
大
都
市
部
へ

の
労
働
者
の
流
出
を
加
速
さ
せ

る
と
懸
念
さ
れ
ま
す
。
今
年
の

目
安
は
格
差
を
さ
ら
に
広
げ
て

し
ま
い
ま
す
。

２
０
１
０
年
に
は
、
「
で
き

る
限
り
早
期
に
全
国
最
低
８
０

０
円
を
確
保
し
、
景
気
状
況
に

配
慮
し
つ
つ
、
２
０
２
０
年
ま

で
に
全
国
平
均
１
０
０
０
円
を

目
指
す
」と
い
う
政
労
使
の
「
雇

用
戦
略
対
話
合
意
」
が
成
立
し

て
い
ま
す
。
こ
の
合
意
を
守
っ

て
鳥
取
県
の
最
賃
額
を
８
０
０

円
に
底
上
げ
す
る
に
は
、
少
な

く
と
も
毎
年

円
以
上
の
引
き

23

上
げ
が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、

目
安
額

円
で
は
到
底
合
意
レ

13

ベ
ル
に
到
達
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

鳥
取
県
労
連
は
こ
の
間
、
鳥

取
労
働
局
と
鳥
取
県
最
低
賃
金

審
議
会
に
対
し
て
、
①
早
期
に

時
間
額
８
０
０
円
を
確
保
し
１

０
０
０
円
を
め
ざ
す
、
②
全
国

一
律
最
低
賃
金
制
へ
の
接
近
を

は
か
る
、
③
産
業
別
最
賃
の
引

き
上
げ
と
新
設
の
場
合
の
申
し

出
要
件
の
緩
和
、
④
最
賃
審
議

会
委
員
と
専
門
部
会
委
員
の
公

正
任
命
、
⑤
労
働
監
督
官
の
増

員
、
を
実
現
す
る
よ
う
要
請
す

る
と
と
も
に
、
審
議
会
の
傍
聴

を
継
続
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

７
月

日
に
開
催
さ
れ
た
最
低

30

賃
金
審
議
会
第
２
回
専
門
部
会

で
は
、
青
年
労
働
者
が
、
雇
用

実
態
や
生
活
実
態
に
ふ
れ
な
が

ら
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
を
求

め
る
意
見
陳
述
を
行
い
ま
し

た
。８

月
６
日
開
催
の
第
５
回
専

門
部
会
で
は
、
今
年
の
鳥
取
県

最
低
賃
金
を

円
引
き
上
げ
て

13

６
７
７
円
と
す
る
こ
と
を
全
会

一
致
に
よ
り
合
意
。
８
日
の
本

審
議
会
に
報
告
し
、
承
認
さ
れ

れ
ば
労
働
局
長
に
答
申
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

鳥
取
県
労
連
は
、
審
議
会
決

定
に
対
し
て
異
議
申
し
立
て
を

行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

県
革
新
懇
は
６
月

日
、

22

鳥
取
市
で
学
習
講
演
会
「
ち

ょ
っ
と
待
っ
た
！
集
団
的
自

衛
権
～
考
え
よ
う
憲
法
と
平

和
へ
の
道
す
じ
～
」
を
開
催
、

安
倍
政
権
の
集
団
的
自
衛
権

の
行
使
容
認
反
対
を
訴
え
ま

し
た
。
１
３
０
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

清
水
雅
彦
日
体
大
教
授
が

講
演
し
、
「
独
裁
国
家
で
も

な
け
れ
ば
、
憲
法
の
基
本
原

則
を
解
釈
で
変
え
る
こ
と
は

な
い
」
と
明
言
。
安
倍
政
権

の
理
屈
付
け
で
は
、
政
府
が

国
の
存
立
や
国
民
の
権
利
侵

害
の
「
お
そ
れ
」
が
あ
る
と

判
断
す
れ
ば
、
集
団
的
自
衛

権
が
無
制
限
に
行
使
可
能
に

な
る
と
批
判
。
ゴ
ー
ル
は
改

憲
、
戦
争
す
る
国
へ
と
進
ん

で
い
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
ま

し
た
。

ま
た
、
清
水
氏
は
、
歴
代

政
府
は
自
衛
隊
を
憲
法
違
反

に
し
な
い
た
め
に
、
自
衛
の

た
め
の
必
要
最
小
限
の
実
力

で
あ
り
軍
隊
で
は
な
い
と
し
て

き
た
が
、
集
団
的
自
衛
権
の
行

使
を
認
め
れ
ば
、
他
国
の
た
め

に
戦
う
軍
隊
と
な
る
と
強
調
。

立
憲
主
義
を
否
定
し
、
解
釈

改
憲
す
る
安
倍
政
権
を
サ
ッ
カ

ー
に
例
え
て
、
「
手
を
使
っ
て

も
よ
い
と
突
然
ル
ー
ル
を
変
え

る
よ
う
な
も
の
で
、
一
発
で
レ

ッ
ド
カ
ー
ド
、
即
退
陣
だ
」
と

し
、
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認

を
阻
止
す
る
た
た
か
い
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

昭和５８年３月１０日第３種郵便物認可 全国革新懇ニュース（付録） 鳥取県版

集会後パレードする参加者＝７月20日、松江市

鳥取県革新懇

2014年度総会

日時：９月７日（日）

午後１時30分～４時

場所：北栄町公民館大栄分館

（北栄町由良宿）

最
低
賃
金
を
引
き
上
げ
、
貧
困
の
解
消
を
！

核兵器のない世界へ
来年8月は、広島・長崎に原爆が投

下されてから70年の節目の年になり
ます。国連に加盟する193の国々の
圧倒的多数の政府が核兵器廃絶を主張
しています。2010年５月、世界190
の国々が参加する核不拡散条約（NP
T）のもとで５年に一度開催される「再
検討会議」は、一致して「核兵器のな
い世界の平和と安全を達成する」こと
を宣言しましたが、いまなお世界には
17,000発の核兵器が蓄積･配備され
ています。核兵器ゼロが多数の思いと
なっているなか、ゼロにならないのは、
とりわけ核大国や日本のような核大国
の同盟国が、核兵器全面禁止へと動き
出そうとしないからです。

来年は、アメリカ･ニューヨークでN
PT再検討会議が開催される年でもあ
ります。核廃絶の流れを確固たるもの
にし、運動のうねりをつくり出すため
に、「核兵器全面禁止アピール署名」
の取り組みを強化しましょう。

憲
法
解
釈
変
更
を
批
判

戦
争
す
る
国
に
す
る
な
！

集
団
的
自
衛
権
で
学
習
講
演
会

図はイメージです
弾頭数に比例していません

鳥
取
県
労
働
組
合
総
連
合
（
鳥
取
県
労
連
）

講演する清水教授＝６月２２日 とりぎん文化会館

審議会専門部会傍聴にのぞむ参加者


